
京
阪
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R

安
全
へ
の
取
り
組
み 

株
主
・
投
資
家
の
た
め
に 

従
業
員
の
た
め
に 

地
域
社
会
の
た
め
に 

環
境
へ
の
取
り
組
み 

お
客
さ
ま
満
足
の
た
め
に 

38

■ 環境マネジメント体制 

項　目 受講人員 

47名 

31名 

21名 

51名 

52名 

エコリーダー研修 

環境法規制セミナー 

内部監査員養成研修 

新入社員への研修 

新任管理職・係長への研修 

● PDCAの実行 
　当社では、全部門で環境影響評価を行った上で、目的・

目標の設定を行い、環境負荷の管理、改善に努めています。 

※プロジェクト長は、環境管理責任者が選任します。 

※ひらかたパークは独自にISO14001を認証取得しています。 

各 部 門 

社　　長  

環境事務局 環境会議 

環境管理責任者  内部監査責任者 

継続的改善 

是正・予防 
借置 

監視・測定 
環境監査 

当社の 
環境影響 
の評価 

運用・管理 
各部門、 
プロジェクト 

環境目的・ 
目標の設定 
環境会議 

部門長 

プロジェクト長※ プロジェクトメンバー 

エコ管理者 エコリーダー 

鉄道電力削減プロジェクト 

列車騒音振動低減プロジェクト 

エコオフィス推進プロジェクト 

グリーン購入推進プロジェクト 

環境配慮設計推進プロジェクト 

美化活動推進プロジェクト 

列車騒音振動低減技術検討プロジェクト 

環境情報開示プロジェクト 

エコステーションプロジェクト 

レスペーパープロジェクト 

公共交通利用促進プロジェクト 

廃棄物管理プロジェクト 

プロジェクト 
環境法規制セミナー ▲
 

新任係長研修に 
おける環境教育 

▲
 

エコカード ▲
 

法規の遵守状況 

　当社の事業活動に適用される環境関連の法律（法、施行令、

施行規則）、命令（政令、省令、内閣府令、告示、通達）、条例、協定その

他の要求事項を特定し、各部門における環境管理に確実

に反映させ、法規制の遵守に努めています。 

　当社の環境マネジメントシステム（京阪EM S）は、

ISO14001の要求事項に適合した環境管理規程で定め

られており、社長の下に環境管理責任者を設置し、各部門長

から構成される環境会議を開催することで全体の統括を

行っています。また、環境管理責任者は、複数の部門で横

断的に取り組むべき事項についてはプロジェクトを設置し、

環境負荷低減の取り組みを推進しています。 
環境監査 

　当社は「京阪ＥＭＳ年間スケジュール」に従い、毎年9～

10月に監査室主導のもと各部門で選ばれた内部監査員が

相互に内部環境監査を実施しています。8月には内部監

査員養成研修を行い、平成19年度は21名の内部監査員を

養成しました。平成20年3月31日現在、内部監査経験者

は約100名で自部門での環境活動に活かしています。 

環境教育 

　当社の環境マネジメントを運用するうえで必要な教育訓

練を管理する「教育訓練実施項目一覧表」を作成し、環境

教育を実施しています。 

エコカード 

　「環境理念」や「環境方針」を記載した「ecoカード」を

全社員に配布し、常時携帯することにより、環境理念・方針

の浸透を図っています。 

環境マネジメントシステム 

当社の環境マネジメントの体制（平成19年度） 

ACTACT
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